
スキー・スノーボードコーチー案
資格概要

主催 公益財団法人日本スポーツ協会
公益財団法人全日本スキー連盟

養成目的 地域スキークラブ（スポーツ少年団など）やサークルにおいて、初心者や子どもたちを
対象にスキー・スノ

　

ボ

　

ドの基礎的指導にあたる指導者を養成する。

役割 発育発達期の子どもたちや初心者に対し、指導者育成がノキュラムに貝１１り、様々な運
動経験と遊びを通した身体づくりと動きづくりを主眼においた指導にあたる。

養
成
講
習
会
に
係
る
内
容

受講条件 受講年度の４月１日に満２０歳以上で、全日本スキー連盟会員登録をしていること。

受講科目
共通科目 共通科目１（４５ｈ）

専門科目ＳＡＪコーチ１専門科目（２０ｈ） ※別紙か」キュラム表参照

受講料
共通科目 共通科目ＬＩ９８００円（税込）※別途リファレンスブック代：１５００円（税抜）

専門科目 専門科目：２００００円（税込）

実施方法

共通科目
別に定める共通科目実施要領に基づき日本スポーツ協会が実施する

専門科目

■言貫日五
か」キュラムに基づき集合講習と自宅学習にて行う

■検定試験
筆記試験 よび専門科目講習会の内容を含んだレポート提出を検定試験とする。

■審査
全日本スキー連盟担当部署にて審査を行う。

■免除要件
ＳＡＪＣ級コーチ取得者は専門科目免除とする。

登
録
に
係
る
内
容

登録料
（４年間）

基本登録料：１０，０００円

資格別登録料：

　　

円

初期登録手数料（初回登録時のみ）：３，０００円

更新登録要件
資格有効期限の６か月前までに、最低１回は、（公財）全日本スキー連盟が定める研
修会又はＪＳＰ０（都道府県体育協会が実施する研修会を含む）が実施する（認める）研
修を受けなければならない。

特記事項



公認スキー・スノーボードコーチ１



スキー・スノーボードコーチ２

　

案
資格概要

主催 公益財団法人日本スポーツ協会
公益財団法人全日本スキー連盟

養成目的 競技者育成プログラムに基づき、都道府県内レベルで競技者の発掘・育成とその競
技力向上に貢献する指導者を養成する。

役割 競技者育成プログラムの指針に基づいた指導にあたるとともに、広域エリア内の有望
競技者の強化指導にあたる。

養
成
講
習
会
に
係
る
内
容

受講条件 ・受講年度の４月１日に満２０歳以上で、全日本スキー連盟会員登録をしていること。・・
コーチ１を保有していること、もしくはＳＡＪＣ級コーチを取得していること

受講科目
共通科目 共通科目１１（１３５ｈ）

専門科目ＳＡＪ専門科目（４０ｈ） ※別紙カリキュラム表参照

受講料
共通科目 共通科目１１：１６０００円（税抜）※別途リファレンスブック代：３０００円（税抜）

専門科目 専門科目：４００００円（税込）

実施方法

共通科目
定める共通科目実施要領ｉ」基づき日本スポーツ協会が実施りる

専門科目

ー１戸再白 浜
か」キュラムに基づき集合講習と自宅学習にて行う

■ 検 定 試 験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

基

礎理論と各専門科目カテゴ１ノ

　

トＬ争ｉし詠歌および講習会の内容を含んだレポート
提出を検定試験とする。

買審査
全日本スキー連盟担当部署にて審査を行う。

■免除要件

登
録
に
係
る
内
容

登録料
（４年間）

基本登録料：１０，０００円

資格別登録料：

　　

円

初期登録手数料（初回登録時のみ）：３，０００円

更新登録要件
資格有効期限の６か月前までに、最低１回は、（公財）全日本スキー連盟が定める研
修会又はＪＳＰ０（都道府県体育協会が実施する研修会を含む）が実施する（認める）研
修を受けなければならない。

特記事項



公認スキー・スノーボードコーチ２

区分 Ｎｏ 科目 集合 その他 計

①
基礎理論

① 旨淳言止 “ンステム

　

ｌ

　

ｈ

　　

ワ

　　　　　

、ー⑦ スポーツ基本法 ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

　

スポーツ現場のトフフルとその対応 ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

　

「 ミーティングの方法 ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

　

｛ 元｛ん二神
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ｌ
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ｌ

　

ｈ

　

｛

　

（

　

（

スキー・スノ

　

ボ

　　　

ー［^ ？

　

ツバイオメカニクスの基礎 ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

　

（

　

（ －↓靴．↓言ｎｒ′Ｆ；，差 ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

　

九 月外，

　

ｏ
，ヮＵノ｝＊ミハ

　

光同ァ 豆口Ｄの心一二三、ーふ

　　　　　　　　　　

、

　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　

・

　

ｌ

　

ｈ

　

ｌ

　

ｈ

脱十ｑーースでの安全官埋（国内） ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

ｌｃＲ（ＦＩＳ，ｃＯＣＮＣルール） ２ｈ ２ｈ
国内大会エントリーについて ２ｈ ２ｈ
トレーニンク。 凹（，酬▲←口Ｔ‐ｗ ２ｈ ２ｈ
ベーシックトレーニング ２ｈ ２ｈ

…） 中学生を対象としたストレングストレーニング ２ｈ ２ｈ
′」、 計 ６ｈ １４ｈ ２０ｈ

　

②
ＪＰ／ＮＣ／ＣＣ専用

　　

１
）
１） 体力測定 言平価 １５ｈ １５ｈ

　

ＬＬ） ストレングストレーニング １５ｈ １５ｈ

　

（）（） コーディネーショントレーニング １．５ｈ １５ｈ

　

（）（） コンディショニング、ストレッチング ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

　

（）（） イミテーショ ドリル

　

＊種目ｒし串旅 ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

　

ＯＯ トレーニング三ｉ トレーニング′；；：二＾↑＝Ｔ面 １，５ｈ １．５ｈ

　

（）（） 雪上技能，獅 ＊ ３ｈ ３ｈ

　

（、（、 ビデオフイ バック

　

二【ごレ
峯故 ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

　

（（ ト 、
． 函

　

経甫日，ー′

　

▲ ー

　

（ノ（ノ グ 雲′」」－

　　

１．５ｈ

　　

１．５ｈ

　

ノ

　

（；「
ノ

（；「 トレーニング 平価

　

＊種目ごと実施 １，５ｈ １．５ｈ

　

（（ 鋳柿会評価 ＊種目ご」由姑 １，５ｈ １．５ｈ

　

（ノ（ノ 朝宗評価

　

＊種目ごレ空縮 １，５ｈ １，５ｈ
小

　

言十 １３ｈ ７ｈ ２０ｈ

②
ＡＬ／ＳＸ専用

　

（ アルペン、スキ

　

クロスに必要滑走柿術 ５ｈ ｏｈ

　

くく・ アルペン、スキークロスに必要な体力 ２ｈ ２ｈ

　　　　

、・

　

ト 怪我予防とストレッチ ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

　

ｒ マテリアル官・裏刀法 ２ｈ ２ｈ

　

（ ゲートセット方法 ２ｈ ２ｈ
女全管理ｊ‐ 色ｈｎ堅

　

１１ｌ

　

ｌ

　

ｈ

メンタルトレー‐ング ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

目標設定と指導計画の作成 ２ｈ ２ｈ
コーチングの実践 ２ｈ ２ｈ
コーチングの評価 ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

コーチングの反省と今後の対策 ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ
小

　

計 １４ｈ ６ｈ ２０ｈ

　

②
ＡＥ／ＭＯ／ＦＫ専用

（１） リースタイルスキ

　

に盛二７べ骨壬‘↓硝 ４ｈ ｏｈ

②

　　

．本力トレーニング ４ｈ ４ｈ

③ ナが予防のためのストレッチング ２ｈ ２ｈ
④ 、ランポリン技術 ２ｈ ２ｈ
⑤ マテリアル管理方法 ２ｈ

　

２ｈ
２ｈ

⑦ コーチングの実践 ２ｈ ２ｈ
⑧ 自分のコーチングの振り返りレ言平価 ２ｈ ２ｈ

小

　

計 １４ｈ ６ｈ ２０ｈ

選も

① スポーツの１曲値 １５ｈ ｏｈ
② 一貫指導のマネジメント ｌ

　

ｈ ｌ

　

ｈ

③ コーチング １，５ｈ ｏｈ

④ ′”にせ。間ノ正しい理解と枚術指導 ２，５ｈ ｏｈ

⑤ 用貝のここ，、適切
ナド張沢と塾篇 １．５ｈ ｏｈ

⑥
⑦
⑧

競技ルールの理解
滑走理論の正しい理解と技術指導
競技ルールの理解

３ｈ
４ｈ
５ｈ

３ｈ
４ｈ
５ｈ

小

　

計 １ｌ

　

ｈ ９ｈ ２０ｈ
４１」ｈ ４０ｈ

区分

競技名

　

ＪＰ＝ジャンプ、ＮＣ＝ノルディックコンパインド、ＣＣ＝クロスカントリー、ＡＬ＝アルペン、ＳＸ＝スキークロス、Ａ
Ｅ＝エアリアル、ＭＯ＝モーグル、ＦＫ＝フリースキー、ＳＢ＝スノーボード


